
1章　数列6

節 数列1

数列1
　数を１列に並べたものを 数列 といい，数列の各数を 項 という。

⑴　正の奇数を順に並べて得られる数列は

　　　　　　1 3 5 7 9， ， ， ， ，$$$

⑵　自然数の２乗を順に並べて得られる数列は

　　　　　　1 2 3 4 52 2 2 2 2， ， ， ， ，$$$

例 1

5

第ｎ項が次のように表される数列の初項から第５項までを求めよ。

⑴　a n2 3n = -  ⑵　a
n2 1
1

n =
+
 ⑶　a 1n

n= -] g

問 1

　ここでは，例１のように，簡単な規則によってつくられる実数の数列に

ついて考えてみよう。

　数列を一般的に表すには，１つの文字に項の番号を添えて

a a a an1 2 3， ， ， ， ，$$$ $$$

のように書く。そして，それぞれこの数列の 初項（第１項），第２項，  

第３項，$$$といい，ｎ番目の項 anを 第ｎ項 という。

　また，この数列を簡単に an" ,とも書き表す。

　例１⑴ の奇数の列を an" ,と表すと，第ｎ項は a n2 1n = -  となる。  

この式に n 1 2 3， ， ，$$$=  を代入すると，次のように数列の各項が求め

られる。

　　　初項は a 2 1 1 11 #= - =

　　　第２項は a 2 2 1 32 #= - =

　　　第３項は a 2 3 1 53 #= - =

　　　　　 $$$$$$$$$$$$
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　このように，数列 an" ,において，anがｎの式で表されるとき，数列の

すべての項が求められる。この anを数列 an" ,の 一般項 という。

⑴　数列 an" ,を

　　　　　　1 2 2 3 3 4 4 5 5 6， ， ， ， ，: : : : : $$$

　とする。この数列の一般項を推定すると

　　　　　　　　　　　a n n 1n = +] g

　となる。

⑵　数列 an" ,を

　　　　　　　 1 2 3 4 5， ， ， ， ，$$$- - -

　 とする。数列 an" ,の各項の符号を除いて考えると

　　　　　　　　1，2，3，4，5，$$$

　 となり，この数列の第ｎ項はｎであるから，もとの数列の一般項

を推定すると

a n1n
n
#= -] g

　となる。

例 2

5

10

15

次の数列 an" ,の一般項を推定せよ。

⑴　1 8 27 64 125， ， ， ， ，$$$ ⑵　
3
1

5
2

7
3

9
4

11
5

， ， ， ， ，$$$

⑶　 2 4 8 16 32， ， ， ， ，$$$- - -

問 2

　項の個数が有限である数列を 有限数列 といい，項の個数が有限でない

数列を 無限数列 という。有限数列では，項の個数を 項数，最後の項を   

末項 という。

20

３の倍数で正であるものを小さい方から順に 10個並べた数列

3 6 9 12 15 18 21 24 27 30， ， ， ， ， ， ， ， ，

は有限数列で，項数は 10，末項は 30である。

例 3
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等差数列2
等差数列

　３で割って１余る正の整数を小さい方から順に並べると

1 4 7 10 13 16 19， ， ， ， ， ， ，$$$

となる。この数列は

１から始まり，前の項に３を加える

という規則でできている。

　このように，初項ａから始めて，一定の数ｄを次々に加えて得られる数

列を 等差数列 といい，ｄをその等差数列の 公差 という。

5

⑴　正の奇数の列

　　　　　　1 3 5 7 9， ， ， ， ，$$$

　は，初項１，公差２の等差数列である。

⑵　初項２，公差３の等差数列は

　　　　　　2 5 8 11 14 17 20 23， ， ， ， ， ， ， ，$$$

　となる。

例 4 10

15

次の等差数列の初項から第５項までを求めよ。

⑴　初項５，公差８ ⑵　初項９，公差 4-

問 3

　数列 an" ,が公差ｄの等差数列であるとは，どのような自然数ｎに対し

ても

a a dn n1 = ++

が成り立つことである。

　上の式を変形すると a a dn n1- =+  となり，差 a an n1-+ は一定である。

　逆に，差 a an n1-+ が一定である数列は等差数列である。

20
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等差数列の一般項

　数列 an" ,が初項ａ，公差ｄの等差数列であるとき

　　　a a1 =

　　　a a d a d2 1= + = +

　　　a a d a d23 2= + = +

　　　a a d a d34 3= + = +

　　　　　$$$$$$$$

と表されるから，第ｎ項は

　　　a a n d1n = + -] g

である。

5

10

初項ａ，公差ｄの等差数列 an" ,の一般項は
　　　　　　　　a a n d1n= + -] g

等差数列の一般項

初項２，公差３の等差数列 an" ,の一般項および第 20項を求めてみ

よう。一般項は

　　　a n n2 1 3 3 1n := + - = -] g

である。また，第 20項は

　　　a 3 20 1 5920 := - =

である。

例 5

15

次の等差数列 an" ,の一般項を求めよ。また，第 25項を求めよ。

⑴　初項４，公差 3-  ⑵　初項７，公差
2
1

問 420

次の等差数列 an" ,の にあてはまる数を求めよ。また，一般項を求

めよ。

⑴　 30 37， ， ，$$$ ⑵　2， 4 7， ， ，$$$- -

問 5
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等差数列の一般項

1
例題

初項をａ，公差をｄとおくと

第４項が 14であるから a d3 14+ =

第 10項が 62であるから　　　a d9 62+ =

となる。

これらを連立させて解くと

　　　　　a d10 8，　=- =

すなわち，初項は 10- ，公差は８である。

したがって，一般項は

　　　　　a n n10 1 8 8 18n :=- + - = -] g

解

5

10

第４項が 14，第 10項が 62である等差数列 an" ,の初項と公差を求

めよ。また，この数列の一般項を求めよ。

第３項が 6- ，第 10項が 29である等差数列 an" ,の一般項を求めよ。
 p.30 問題1

問 6

数列 an" ,において，a n5 2n = +  ならば

a a n n5 1 2 5 2 5n n1- = + + - + =+ _ _i i# -

よって，差 a an n1-+ が一定であるから，数列 an" ,は等差数列とな

る。

また

　　　　　 a 5 1 2 71 := + =

したがって，等差数列 an" ,の初項は７，公差は５である。

例 6 15

20

数列 an" ,において，a n3 4n = -  ならば，この数列は等差数列であるこ

とを示し，初項と公差を求めよ。

問 7

一般項が a pn qn = +  の形で表される数列は等差数列になる。注 意

３つの数 a，b，cについて，次のことが成り立つことを証明せよ。

　　a，b，cがこの順に等差数列となる　,　 b a c2 = +

問 8 25
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等差数列の和3
等差数列の和

等差数列 5，8，11，14，17，$$$の初項から第４項までの和 S4は，

次のようになる。

 S 5 8 11 14 384 = + + + =

例 75

　初項ａ，公差ｄ，項数ｎの等差数列の和 Snを求めてみよう。

　末項をｌとすると，Snは次のようになる。

　　　S a a d a d l d l2n $$$= + + + + + + - +] ] ]g g g 　　　…… ①

① の右辺の各項を逆順に並べて書くと

　　　S l l d l d a d a2n $$$= + - + - + + + +] ] ]g g g  …… ②

① と ② の辺々を加えると，右の図からわか

るように右辺の和はｎ個の a l+ の和になる。

　よって　　　　 S n a l2 n = +] g

ゆえに　　　　　 S n a l
2
1

n = +] g

この式に l a n d1= + -] g  を代入すると，次 

のようになる。

　　　　　　　 S n a n d
2
1

2 1n = + -] g" ,

したがって，次の公式が成り立つ。

10

15

20

　数列 an" ,の初項から第ｎ項までの和を Snとおく。

S a a a an n1 2 3 $$$= + + + +

初項ａ，公差ｄ，項数ｎ，末項ｌの等差数列の和を Snとすると

S n a l n a n d
2
1

2
1
2 1n= + = + -] ]g g" ,

等差数列の和
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⑴　初項 23，末項 5- ，項数 15の等差数列の和を S15とすると

　　　　　S
2
1

15 23 5 13515 : := + - =] g" ,

⑵　初項３，公差４，項数 20の等差数列の和を S20とすると

　　　　　S
2
1

20 2 3 20 1 4 82020 : : : := + - =] g" ,

例 8

５から 31までの奇数の和 5 7 9 31$$$+ + + + を求めてみよう。

これは，初項５，公差２，末項 31の等差数列の和である。

31を第ｎ項とすると　　　 n31 5 2 1= + -] g

これより，n 14=  となり，項数は 14である。

よって，求める和 S14は　　S 2
1

14 5 31 25214 : := + =] g

例 9

10

次の等差数列の和を求めよ。

⑴　初項７，末項 61，項数 10 ⑵　初項 10- ，公差４，項数６

問 9 5

次の等差数列の和を求めよ。

⑴　初項５，公差３，末項 53 ⑵　公差 3- ，末項４，項数 10

問10

等差数列の和

2
例題

第ｎ項までの和が 63になるとすると，等差数列の和の公式により

 S n n
2
1

2 3 1 2 63n : := + - =] g" ,

ゆえに　　　　n n2 63 02+ - =

　　　　　　　 n n9 7 0+ - =] ]g g

これを解いて　　n 9 7，=-

ｎは自然数であるから，第７項までの和が 63になる。

解

20

初項３，公差２の等差数列において，初項から第何項までの和が

63になるかを求めよ。

15

初項 21，公差 3- の等差数列において，初項から第何項までの和が 75

になるかを求めよ。 p.30 問題2

問11
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いろいろな自然数の数列の和

　１からｎまでの自然数 1，2，3，$$$，nの和は，初項１，末項ｎ，  

項数ｎの等差数列の和であるから，次の公式が得られる。

n n n1 2 3
2
1

1$$$+ + + + = +] g

上の公式を用いて，次の和を求めよ。

⑴　１から 100までの自然数の和

⑵　101から 200までの自然数の和

問125

１から始まるｎ個の奇数の和は，次の式で表されることを示せ。

　　　　　　　 n n1 3 5 2 1 2$$$+ + + + - =] g

問13

自然数の和

3
例題10

５で割ると２余る２桁の自然数を並べ

たものは，公差５の等差数列で，初項

は 12であるから，一般項は

　　　 n n12 5 1 5 7+ - = +] g

ここで， n5 7 99E+  を満たす最大の自然数ｎは

　　 .n
5
92

18 4E =

よって　　　　 n 18=

求める数の和は，初項 12，公差５，項数 18の等差数列の和である

から　　　　　
2
1

18 2 12 18 1 5 981: : : :+ - =] g" ,

解

15

20

２桁
けた

の自然数のうち，５で割ると２余る数の和を求めよ。

２桁の自然数のうち，次の条件を満たす数の和を求めよ。

⑴　７で割り切れる ⑵　７で割ると３余る

問14
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等比数列4
等比数列

　日常生活で私たちが数を表すのに用いている位取りの単位

一，十，百，千，万，十万，百万，$$$

は，前の項を 10倍するという規則でつくられている。

　また，数列

3 6 12 24 48 96， ， ， ， ， ，$$$

は，前の項に２を掛けて次の項がつくられている。

　このように，初項ａから始めて，一定の数ｒを次々に掛けて得られる数

列を 等比数列 といい，ｒをその等比数列の 公比 という。

5

10

　数列 an" ,が公比ｒの等比数列であるとは，どのような自然数ｎに対し

ても

a ran n1 =+

が成り立つことである。

　等比数列 an" ,の各項が０にならないときには，上の式を変形すると

a
a

r
n

n 1
=

+  となり，
a
a

n

n 1+ は一定である。逆に，
a
a

n

n 1+ が一定の数列は等比

数列である。

20

⑴　等比数列　1 2 4 8 16， ， ， ， ，$$$

　の公比は２である。

⑵　初項１，公比
2
1

- の等比数列は

1
2
1

4
1

8
1

16
1

32
1

， ， ， ， ， ，$$$- - -

　となる。

例 10

15

次の等比数列の初項から第５項までを求めよ。

⑴　初項４，公比３ ⑵　初項８，公比 1-

問15
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等比数列の一般項

　数列 an" ,が初項ａ，公比ｒの等比数列であるとき

　　　a a1 =

　　　a a r ar2 1#= =

　　　a a r ar3 2
2

#= =

　　　a a r ar4 3
3

#= =

　　　　　$$$$$$$$

と表されるから，第ｎ項は

　　　a arn
n 1= -

である。

5

10

初項ａ，公比ｒの等比数列 an" ,の一般項は
a arn

n 1= -

等比数列の一般項

r 0]  のとき，r 10 =  と定める。注 意

⑴　初項３，公比２の等比数列 an" ,の一般項は

 a 3 2n
n 1

:= -

⑵　初項４，公比
3
1

- の等比数列 an" ,の一般項は

 a 4
3
1

n

n 1

:= -
-

d n

例 1115

次の等比数列 an" ,の一般項を求めよ。

⑴　2 6 18 54， ， ， ，$$$ ⑵　3
2
3

4
3

8
3

， ， ， ，$$$- -

問16

20

次の等比数列 an" ,の にあてはまる数を求めよ。また，一般項を求

めよ。

⑴　2 10， ， ，$$$ ⑵　 12 3， ， ，$$$-

問17
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等比数列の一般項

4
例題

初項をａ，公比をｒとおくと

第３項が 28であるから　　 ar 282 =  …… ①

第５項が 112であるから　　ar 1124 = 　　　…… ②

となる。

'①②  より r 42 =

したがって r 2!=

1　r 2=  のとき

　① に代入して　　　a 7=

　よって　　　　　 a 7 2n
n 1

:= -

2　r 2=-  のとき

　① に代入して　　　a 7=

　よって　　　　　 a 7 2n
n 1

:= - -] g

1，2より，求める一般項は

　　　　　　a 7 2n
n 1

:= - 　または　a 7 2n
n 1

:= - -] g

解

5

10

15

第３項が 28，第５項が 112である等比数列 an" ,の一般項を求めよ。

第３項が 18，第５項が 162である等比数列 an" ,の一般項を求めよ。問18

０でない３つの数 a，b，cについて，次のことが成り立つことを証明せよ。

a，b，cがこの順に等比数列となる　,　b ac2=
 p.30 問題3 25

問20

a 2n
n= ，b 3n

n=  とするとき，c a bn n n=  で定められる数列 cn" ,

を考えると　　
c
c

2 3
2 3

6
n

n

n n

n n
1

1 1

:

:
= =

+
+ +

となるから，公比が６の等比数列である。

例 12

20

a 2n
n= ，b 5 3n

n
:=  とするとき，c

b
a

n
n

n
=  で定められる数列 cn" ,の

公比を求めよ。

問19



数
列

 1節　数列 17

等比数列の和5
等比数列の和

　初項ａ，公比ｒの等比数列の初項から第ｎ項までの和を求めてみよう。

　求める和を Snとすると

 S a ar ar ar arn
n n2 2 1

$$$= + + + + +- -  …… ①

① の両辺にｒを掛けて

 rSn = ar ar ar ar arn n2 3 1
$$$+ + + + +- 　　　…… ②

① から ② を引いて

　　　　　 r S a ar1 n
n- = -] g

ここで， r1 0]- ，すなわち，r 1]  のとき

　　　　　S
r

a ar
r

a r
1 1

1
n

n n

=
-

-
=

-
-] g

また， r1 0- = ，すなわち，r 1=  のとき，① より

　　　　　S a a a a nan $$$= + + + + =

　以上をまとめると，次のようになる。

5

10

初項ａ，公比ｒの等比数列の初項から第ｎ項までの和 Snは

　r 1]  のとき　　S
r

a r
r
a r

1
1

1
1

n

n n

=
-
-

=
-
-] ]g g

　r 1=  のとき　　S nan=

等比数列の和15

初項６，公比 2- ，項数４の等比数列の和 S4は

　　　S
1 2

6 1 2
3

6 15
304

4
:

=
- -
- -

=
-

=-
]

] ]

g

g g" ,

例 13

20

次の等比数列の和を求めよ。

⑴　初項２，公比 3- ，項数６ ⑵　初項
25
3 ，公比

3
4，項数４

問21
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初項３，公比２の等比数列の初項から第ｎ項までの和 Snは

　　　　　　S
2 1

3 2 1
3 2 1n

n
n=

-
-

= -
]

]
g

g

例 14

次の等比数列の初項から第ｎ項までの和 Snを求めよ。

⑴　6，18，54，162，$$$ ⑵　10
2
5

8
5

32
5

， ， ， ，$$$- -

問22

等比数列の和と公比

5

応  用
例題

5

初項をａ，公比をｒ，初項から第ｎ項までの和を Snとする。

r 1=  のとき　　　S 93 =  より a3 9=

 S 636 =-  より　 a6 63=-

ゆえに，これらを同時に満たすａは存在しない。

よって，r 1]  であるから

S 93 =  より 
r

a r
1
1

9
3

-
-

=
] g

 …… ①

S 636 =-  より 
r

a r
1
1

63
6

-
-

=-
] g 　　　…… ②

② より 
r

a r r
1

1 1
63

3 3

-
- +

=-
] ]g g

これに ① を代入して　　　 r9 1 633+ =-] g

 r1 73+ =-

 r 83 =-

ｒは実数であるから r 2=-

これを ① に代入して a 3=

ゆえに，この等比数列の初項は３，公比は 2- である。

解

10

15

20

初項から第３項までの和が９，初項から第６項までの和が 63- で

ある等比数列の初項と公比を求めよ。ただし，公比は実数とする。

初項から第３項までの和が 35，初項から第６項までの和が 315である等

比数列の初項と公比を求めよ。ただし，公比は実数とする。 p.30 問題4

問23
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19 参考

参 考 複利法

　１年ごとに利子を元金にくり入れ，その合計額を次年の元金として利子

を計算する 複利法 について考えてみよう。

　金額ａ円を年利率ｒで預金したとき

元金 利息 元利合計［ 元金 利息= + ］
1年後

2年後

3年後

a

a r1+] g

a r1 2+] g

a r#

a r r1 #+] g

a r r1 2
#+] g

a r1+] g［ a ar= + ］

a r1 2+] g

a r1 3+] g

$$$$ 　　 $$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$

　複利法によれば，１年後，２年後，３年後，$$$の元利合計は

　　　　　　a r a r a r1 1 12 3， ， ，$$$+ + +] ] ]g g g

という等比数列になる。

　複利法により 10万円を年利率 2 ％ で預金すると，元利合計は次のよう

になる。ただし， . .1 02 1 64125]  とする。

　 １年後　 .100000 1 02#= 102000=.100000 1 0 02# +] g  （円）

　 ２年後　 104040=.100000 1 0 02 2
# +] g .100000 1 022#=  （円）

 $$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$

　25年後　 . .100000 1 0 02 100000 1 02 16410025 25
# # ]+ =] g  （円） 

　毎年初めに一定の金額 10万円を，複利法により年利率 2 ％ で積み立て

るとする。25年目の終わりには，積立金の元利合計は初項 .100000 1 02# ，

公比 .1 02，項数 25の等比数列の和となり，次のように計算される。

 
.
. .

.
.

1 02 1
100000 1 02 1 02 1

0 02
102000 0 64125

# # #
]

-
-] ]g g

 3269100=  （円）

5

10

15

20
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和の記号6
　数列の和 a a a an1 2 3 $$$+ + + + は記号 を用いて

a a a a an k
k

n

1 2 3
1

$$$+ + + + =
=

!

と書き表す。(*) すなわち， ak
k

n

1=

! はｋが 1，2，3，$$$，ｎと変わるときのす

べての akの和を表す。 5

⑴　 k2 1 2 1 1 2 2 1 2 3 1 2 4 1
k 1

4

: : : :- = - + - + - + -
=

] ] ] ] ]g g g g g!

　　 1 3 5 7= + + +

⑵　 k n1 2 3
k

n
2

1

2 2 2 2
$$$= + + + +

=

!

例 15

数列の和を記号 を用いて表すと，次のようになる。

⑴　 n k1 2 3
k

n

1

$$$+ + + + =
=

!

⑵　 k k1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 1
k 1

5

: : : : :+ + + + = +
=

] g!

例 16

次の式はいずれも 2 3 4 52 2 2 2+ + + を表している。

　　　　 k
k

2

2

5

=

! ，　 j
j

2

2

5

=

! ，　 i 1
i

2

1

4

+
=

] g!

例 17

次の和を，例 15のように記号 を用いずに表せ。

⑴　 k3 1
k 1

4

-
=

] g!  ⑵　 k2
k

2

1

3

=

!  ⑶　 2k
k

n

1=

!

問24

10

次の和を記号 を用いて表せ。

⑴　 n1 2 33 3 3 3
$$$+ + + +  ⑵　 n3 5 7 2 1$$$+ + + + +] g

⑶　1 3 2 4 3 5 4 6 5 7: : : : :+ + + +

問25

15

(*) は和を意味する Sumの頭文字Ｓにあたるギリシャ文字で，シグマと読む。 20

　記号 では，文字ｋの代わりに，i，jなどを用いることもある。
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r 1]  のとき，初項ａ，公比ｒの等比数列の和の公式

　　a ar ar ar ar
r

a r
1
1n

n
2 3 1

$$$+ + + + + =
-
-- ] g

を記号 を用いて表すと　　 ar
r

a r
1
1k

k

n n
1

1

=
-
--

=

] g!

例 18

次の和を求めよ。

⑴　 2 3k
k

n
1

1

:
-

=

!  ⑵　 2 k

k

n

1

-
=

] g!

問26

5

累乗の和

　13ページで求めた公式により， k n n
2
1

1
k

n

1

= +
=

] g!  である。

　次に， k n1 2 3
k

n
2 2 2 2

1

2
$$$= + + + +

=

!  を求めてみよう。

　等式 k k k k1 3 3 13 3 2+ - = + +] g  において

　　　k 1=  とすると

　　　k 2=  とすると

　　　k 3=  とすると

　　　　　　　　$$$$$$$$$$$$$$

　　　k n=  とすると　　

これらｎ個の等式の辺々を加えると

　　 n n n n1 1 3 1 2 3 1 23 3 2 2 2
$$$ $$$+ - = + + + + + + + +] ] ]g g g

　　 k n n n3 3
2
1

1
k

n
2

1

:= + + +
=

] g!

よって　　 k n n n n3 1 1
2
3

1
k

n
2

1

3= + - - + -
=

] ]g g!

　　　　　 n n n
2
1

1 2 1 3 22= + + - -] ]g g" ,

　　　　　 n n n n n n
2
1

1 2
2
1

1 2 12= + + = + +] ] ] ]g g g g

ゆえに　　　　　　 k n n n
6
1

1 2 1
k

n
2

1

= + +
=

] ]g g!

10 2 1 33 3
:- = 12 3:+ 1 +1

3 2 33 3
:- = 22 3:+ 2 +1

4 3 33 3
:- = 32 3:+ 3 +1

n n1 33 3
:+ - =] g n2 3:+ n+1

15

20
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1 2 3 10
6
1

10 10 1 2 10 1 3852 2 2 2
$$$ : : : :+ + + + = + + =] ]g g

例 19

次の和を求めよ。

⑴　1 2 3 202 2 2 2
$$$+ + + +  ⑵　11 12 13 202 2 2 2

$$$+ + + +

問27

等式 k k k k k1 4 6 4 14 4 3 2+ - = + + +] g  を利用して

 k n n
2
1

1
k

n
3

2

1

= +
=

] g( 2!

が成り立つことを示せ。

問28

5

c nc
k

n

1

=
=

! 　　ｃは定数 k n n
2
1

1
k

n

1

= +
=

] g!

k n n n
6
1

1 2 1
k

n
2

1

= + +
=

] ]g g! 　　　 k n n
2
1

1
k

n
3

2

1

= +
=

] g( 2!

累乗の和 10

記号 の性質

　 a b a b a bn n1 1 2 2 $$$+ + + + + +] ] ]g g g

a a a b b bn n1 2 1 2$$$ $$$= + + + + + + +] ]g g

　また　　ca ca ca c a a an n1 2 1 2$$$ $$$+ + + = + + +] g

であるから，次の公式が成り立つ。

15

 a b a bk k
k

n

k
k

n

k
k

n

1 1 1

+ = +
= = =

] g! ! !

 ca c ak
k

n

k
k

n

1 1

=
= =

! ! 　　　ｃは定数 20

記号 の性質

　各項が定数ｃである数列 an" ,の和は

c c c c nc
k

n

1

$$$= + + + =
=

!

である。とくに， n1
k

n

1

=
=

!  である。

ｎ個
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k k k k3 4 3 4
k

n

k

n

k

n

k

n
2

1

2

1 1 1

- + = + - +
= = = =

] ]g g! ! ! !

k k3 4
k

n

k

n

k

n
2

1 1 1

= - +
= = =

! ! !

n n n n n n
6
1

1 2 1 3
2
1

1 4:= + + - + +] ] ]g g g

n n n n
6
1

1 2 1 9 1 24= + + - + +] ] ]g g g" ,

n n n
3
1

3 82= - +] g

例 20

5

次の和を求めよ。

⑴　 k5 1
k

n

1

+
=

] g! 　　　　⑵　 k k1 2
k

n

1

+ -
=

] ]g g! 　　　　⑶　 k k
k

n
3

1

-
=

] g!
問29

数列1 3 2 4 3 5 4 6， ， ， ，: : : : $$$の初項から第ｎ項までの和Snを求めよ。
 p.30 問題5

問30

数列 2 3 3 4 4 5， ， ，: : : $$$の初項から第ｎ項までの和 Snを求め

てみよう。

この数列の第ｋ項は k k1 2+ +] ]g gである。

よって，求める和 Snは

　　　S k k1 2n
k

n

1

= + +
=

] ]g g!

　　　 k k3 2
k

n
2

1

= + +
=

] g!

　　　 k k3 2
k

n

k

n

k

n
2

1 1 1

= + +
= = =

! ! !

　　　 n n n n n n
6
1

1 2 1 3
2
1

1 2:= + + + + +] ] ]g g g

　　　 n n n n
6
1

1 2 1 9 1 12= + + + + +] ] ]g g g" ,

　　　 n n n
3
1

6 112= + +] g

例 21

10

15
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いろいろな数列7
階差数列

　一般に，数列 an" ,に対して

b a a n 1 2 3n n n1 　 ， ， ，$$$= - =+ ] g

として得られる数列 bn" ,を数列 an" ,の 階差数列 という。

　数列 an" ,の階差数列を bn" ,とすると

　　　b a a1 2 1= -

　　　b a a2 3 2= -

　　　　 $$$$$$

　　　b a an n n1 1= -- -

20

25

数列 an" ,を　　　1 3 7 15 31 63 127， ， ， ， ， ， ，$$$

とする。この数列は，等差数列でも等比数列でもないが，以下のよ

うな考え方で一般項を求めてみよう。

この数列の隣り合う項の差をとると

　　2 4 8 16 32 64， ， ， ， ， ，$$$

これは，初項２，公比２の等比数列で

あるから，すべての自然数ｋについて　　a a 2k k
k

1- =+

が成り立つ。右の計算から

n 2F  のとき

　　 a an 1-

　　 2 4 8 2n 1
$$$= + + + + -

　　
2 1

2 2 1n 1

=
-

--] g

　　 2 2n= -

ゆえに　　a a 2 2 1 2 2 2 1n
n n n

1= + - = + - = -] ]g g

a 11 =  であるから，a 2 1n
n= -  は n 1=  のときも成り立つ。

例 22

5

10

2a an n
n

1
1

2a a2 1- =

4a a3 2- =

8a a4 3- =

+ - =-
-

g
2 4 8 22a a1 1

n
n

$$$

$$$$$$

- = + + + + -

15
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これら n 1-] g個の等式の辺々を加えると，n 2F  のとき

　　　　　　b b b b a an n1 2 3 1 1$$$+ + + + = --

すなわち　　a a b b b b a bn n k
k

n

1 1 2 3 1 1
1

1

$$$= + + + + + = +-
=

-

] g !
が成り立つ。

数列 an" ,の階差数列を bn" ,とすると，n 2F  のとき

a a bn k
k

n

1
1

1

= +
=

-

!

階差数列を用いて一般項を表す式5

階差数列と一般項

6
例題

この数列を an" ,，その階差数列を bn" ,とすると， bn" ,は

4 6 8 10 12， ， ， ， ，$$$

となる。

これは，初項４，公差２の等差数列であるから

　　　b n n4 1 2 2 2n := + - = +] g

したがって，n 2F  のとき

　　　a a b k k2 2 2 2 2 2n k
k

n

k

n

k

n

k

n

1
1

1

1

1

1

1

1

1

= + = + + = + +
=

-

=

-

=

-

=

-

] g! ! ! !

　　　 n n n n n2 2
2
1

1 2 1 1:= + - + - = +] ] ]g g g

a 21 =  であるから，a n n 1n = +] g は n 1=  のときも成り立つ。

ゆえに　　　　a n n 1n = +] g

解10

15

数列 2，6，12，20，30，42，$$$の一般項を求めよ。

次の数列 an" ,の一般項を求めよ。

⑴　1 2 5 10 17 26 37， ， ， ， ， ， ，$$$

⑵　3 4 1 10 17 64 179， ， ， ， ， ， ，$$$- -  p.30 問題6

問3120



1章　数列26

数列の和と一般項

　数列 an" ,の初項から第ｎ項までの和を Snとすると，n 2F  のとき

　　　　　　 Sn = a a a an1 2 3 1$$$+ + + + - an+

　　　　　　Sn 1 =- a a a an1 2 3 1$$$+ + + + -

であるから

　　　　　　　　　S S an n n1- =-

　また，a S1 1=  であるから，次のことが成り立つ。

5

数列 an" ,の初項から第ｎ項までの和を Snとすると
 a1 S1=

　　n 2F  のとき　　　　a S Sn n n 1= - -

10

数列の和と一般項

第ｎ項までの和と一般項

7
例題

　　　　a S 1 1 01 1
3= = - =

また，n 2F  のとき

　　　　a S Sn n n 1= - -

　　　　 n n n n1 13 3= - - - - -] ] ]g g g" ,

　　　　 n n3 1= -] g

a 01 =  であるから，a n n3 1n = -] g は n 1=  のときも成り立つ。

ゆえに　　　　a n n3 1n = -] g

解

20

数列 an" ,の初項から第ｎ項までの和 Snが次のように与えられてい

るとき，この数列の一般項を求めよ。

　　　　　　　　　　S n nn
3= - 15

数列 an" ,の初項から第ｎ項までの和 Snが次のように与えられていると

き，この数列の一般項を求めよ。

⑴　S n n3n
2= +  ⑵　S 3 1n

n= -  p.30 問題7

問32

25
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分数で表された数列の和

　分数で表された数列は，各項を２つの分数の差の形に分解することによ

り，その和を求めることができる場合がある。

　たとえば，
k k k k

k k
k k

1
1

1
1

1
1

1
-

+
=

+
+ -

=
+] ]g g

 であるから

　　　　　　　　　
k k k k1

1 1
1

1
+

= -
+] g

が成り立つ。よって

　　　　
1 2

1
2 3

1
3 4

1
4 5

1
5 6

1
: : : : :

+ + + +

　　　　
1
1

2
1

2
1

3
1

3
1

4
1

4
1

5
1

5
1

6
1

= - + - + - + - + -d d d d dn n n n n

　　　　 1
6
1

6
5

= - =

5

分数で表された数列の和

8

応  用
例題

10

　　　　　　
k k k k1

1 1
1

1
+

= -
+] g

が成り立つから

　　　S
n n1

1
2
1

2
1

3
1

3
1

4
1 1

1
1

n $$$= - + - + - + + -
+

d d d dn n n n

　　　
n n

n
1

1
1

1
= -

+
=

+

解

15

次の和 Snを求めよ。

　　　S
n n1 2

1
2 3

1
3 4

1
1

1
n

: : :
$$$= + + + +

+] g

k k k k2 1 2 1
2

2 1
1

2 1
1

- +
=

-
-

+] ]g g
 が成り立つことを利用して，次の

和 Snを求めよ。

　　　S
n n1 3

2
3 5

2
5 7

2
2 1 2 1

2
n

: : :
$$$= + + + +

- +] ]g g
 p.30 問題8

問33
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少し複雑な数列

　さらに，いろいろな数列やその和の求め方について学ぼう。

等差数列#等比数列

9

応  用
例題

　　S r r r nr1 2 3 4n
n2 3 1

$$$= + + + + + -  …… ①

① の両辺にｒを掛けて

　 rSn = r r r n r nr2 3 1 n n2 3 1
$$$+ + + + - +-] g 　　　…… ②

①-② より

　　　 r S r r r r nr1 1n
n n2 3 1

$$$- = + + + + + --] ]g g

r 1]  であるから

　　　 r S
r
r

nr1
1
1

n

n
n- =

-
-

-] g

　　　
r

r nr r
1

1 1n n

=
-

- - -] g

　　　
r

n r nr
1

1 1 n n 1

=
-

- + + +] g

よって

　　　　　　 S
r

n r nr
1

1 1
n

n n

2

1

=
-

- + + +]

]

g

g

解

10

15

等比数列の和の公式の導き方と同様に S rSn n- を計算する。考え方

r 1]  のとき，次の和 Snを求めよ。

S r r r nr1 2 3 4n
n2 3 1

$$$= + + + + + - 5

例題９で，r 1=  のときは次のようになる。

　　　　S n n n1 2 3 4
2
1

1n $$$= + + + + + = +] g

注 意

次の和 Snを求めよ。

　　　S n2 1 4 3 6 3 8 3 2 3n
n2 3 1

: : : : $$$ := + + + + + -

 p.30 問題10

問34 20
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群数列

10

応  用
例題

⑴　n 2F  のとき，第 1群から第 n 1-] g群までに含まれる奇数の

個数は

　 n n n1 2 3 1
2
1

1$$$+ + + + - = -] ]g g

　ゆえに，第ｎ群の最初の項は，奇数の列の

　 n n n n
2
1

1 1
2
1

22- + = - +] ]g g

　番目である。

　また，ｋ番目の奇数は k2 1- であるから，求める数は

　 n n n n2
2
1

2 1 12 2
: - + - = - +] g

　これは，n 1=  のときも成り立つ。

⑵　第ｎ群は初項 n n 12- + ，公差２，項数ｎの等差数列であるから，

その和は

　 n n n n n
2
1

2 1 1 22 3
:- + + - =] ]g g" ,

解

10

15

正の奇数の列を次のような群に分け，第ｎ群にはｎ個の数が入るよ

うにする。

　5 　　

⑴　第ｎ群の最初の項を求めよ。

⑵　第ｎ群の項の総和を求めよ。

自然数の列を次のような群に分ける。

　　　

⑴　第ｎ群の最初の項を求めよ。

⑵　第ｎ群の項の総和を求めよ。 p.43 練習問題13

問3520
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問 題

数列 2 3 7 16 32 57， ， ， ， ， ，$$$の一般項を求めよ。6

次の和 Snを求めよ。

S n4 1 7 4 10 4 13 4 3 1 4n
n2 3 1

: : : : $$$ := + + + + + + -] g  p.42 練習問題6

10

３つの数 x 4- ，x，x 6+ がこの順で等比数列となるとき，ｘの値を求めよ。
 p.43 練習問題11

3

次の数列 an" ,の一般項を求めよ。また，初項から第ｎ項までの和を求めよ。

⑴　1 4 7 10 132 2 2 2 2， ， ， ， ，$$$

⑵　2 3 4 4 6 5 8 6 10 72 2 2 2 2， ， ， ， ，: : : : : $$$

⑶　1 1 2 1 2 4 1 2 4 8 1 2 4 8 16， ， ， ， ，$$$+ + + + + + + + + +

5

15†

1 2

1
2 1

2 3

1
3 2， ，$$$

+
= -

+
= -

が成り立つことを利用して，
k k 1

1

k

n

1 + +=

! を求めよ。 p.43 練習問題12

9

第５項が 108，第 20項が 237- の等差数列がある。

⑴　この数列の初項と公差を求めよ。

⑵　この数列で，第何項が初めて負になるか。

⑶　この数列の初項から第何項までの和が最も大きくなるか。

2†　
5

第３項が 12，第６項が 96の等比数列において，初項から第ｎ項までの各

項の平方の和を求めよ。ただし，公比は実数とする。
4 10

次の和 Snを求めよ。

S
n n1 4

1
4 7

1
7 10

1
3 2 3 1

1
n

: : :
$$$= + + + +

- +] ]g g

8
20

初項８，公差７の等差数列には 400という項はあるか。また，あるとす

れば第何項か。
1

数列 an" ,の初項から第ｎ項までの和 Snが S n n 1n
2= - +  で表される

とき，この数列の一般項を求めよ。 p.43 練習問題15

7


